
金融庁におけるサステナブルファイナンスに係る取組の全体像

サステナブルファイナンスの制度・枠組みの整備 サステナブルファイナンスの活性化に向けた深化・探索

• 政府全体におけるGX推進戦略等に基づき、関係省庁とも連携し、各種指

針等の策定や活用等を通じ、トランジション・ファイナンスを推進

• 「アジアGXコンソーシアム」における実践的な議論通じて、アジアでのトランジ

ション・ファイナンスの案件創出に向けた連携促進

• インパクト投資の拡大に向け、データ・指標の活用、投資手法のポイント、地

域事例等につき官民協働の「インパクトコンソーシアム」での対話・発信

ステークホルダー間の連携促進に向けた取組

• 金融機関における気候変動対応について、基本的な考え方（22年７月公

表）を踏まえ、気候関連金融リスクの管理や顧客の気候関連リスクへの対

応支援に関する取組等を確認

• 金商業者向け監督指針（23年3月改正）に基づき、ESG投信の情報開示

やESG投信を取り扱う資産運用会社における態勢整備等を促す

金融機関における取組の推進

• 「サステナビリティ投資商品の充実に向けたダイアログ」や「サステナブルファイ

ナンス有識者会議」等における議論を踏まえ、幅広い投資家への投資機会

の拡充や、サステナブルファイナンス人材の育成等に向けた対応を検討

投資機会の拡充や裾野の拡大に向けた取組情報や取引に係る環境整備
• 金融審議会における議論を踏まえ、一定の上場企業に対して、SSBJ基準に

基づくサステナビリティ情報の開示や保証を求めるための制度整備を進める

• 「ESG評価・データ提供機関に係る行動規範」（22年12月公表）に基づき、

評価・データ内容の透明性・公平性に係る実態把握、更なる対応の要否等

を検討

• カーボン・クレジット取引の透明性・健全性確保に向けた論点を整理した検

討会の報告書を公表（25年6月）し、同報告書の各種論点に係る制度・

論点を調査

企業

資金・アドバイスの提供
銀行等

地域の実情に応じた
アプローチ

ESG評価機関

アセットマネージャー
（資産運用会社等）

データ

個人投資家

アセットオーナー
（大手機関投資家等） 事業・設備投資

（グリーン/トランジション、
ソーシャル等）リターン・情報開示

「制度・枠組みの整備」と「活性化に向けた深化・探索」の好循環を推進することで、新たな産業・社会構造への展開を促し、持続可能な社会を実現。

取引所

金融・産業双方で「トランジション」
「インパクト」の実現に向けた対話

インパクト

トランジション

グリーン

25/11 新規
26/4 時点修正

全体像に沿って要更新
（確認依頼も必要？）



（参考）政府全体のサステナブルファイナンスの推進に関する取組の全体像
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◼ クライメート・トランジション・ボンド・フレームワークに沿い、引き続き
各事業の資金充当状況・インパクトを報告〔経済産業省等〕

◼ 「クライメート・トランジション・ファイナンスに関する基本指針」の改訂
〔経済産業省等〕

◼ 「アジアGXコンソーシアム」ハイレベル会合2026の開催、ワークプラン
2026に沿った成果物を公表

◼ ADB・ERIA連携による「AZECトランジション推進カタリスト（AITF
Catalyst）」の具体化〔経済産業省等〕

◼ CT国債について、令和５年度発行分インパクトレポート、令和５年
度・６年度発行分資金充当レポートを発行（26年1月) 〔経済産業省
等〕

◼ 分野別技術ロードマップの改訂（25年10月～26年2月）〔経済産業省〕
◼ 「アジアにおけるトランジション・ファイナンス推進のあり方に関するサ
ブワーキング中間とりまとめ」の公表（25年7月）

◼ 「アジアGXコンソーシアム」ハイレベル会合2025を実施（25年10月）

GX・トランジ
ション

評価機関

2026年７月までの取組の進捗 2026年７月以降実施予定の取組

グリーン
◼ 社債市場の活性化や地域金融力強化に関し、家計に対するグリーン
の訴求・関心喚起や、適応・ネイチャーポジティブ・サーキュラーエコノ
ミーといった切り口からの貢献を検討〔環境省〕

◼ グリーンボンド等ガイドライン付属書１（グリーンリスト）の改訂（26年4
月）、グリーンボンドインパクトレポーティング事例集の公表（26年５月）
グリーンボンド等ガイドラインの改訂（26年７月頃予定）〔環境省〕

◼ 外部環境や民間における発行事例の動向をフォローし、必要に応じて
対応を検討

◼ 「ソーシャル・サステナビリティボンド（ローン）に係る実態把握調査」を
実施し、報告書を公表（26年６月）

ソーシャル

◼ 2027年３月期より、一定規模以上の東証プライム市場上場会社に対
して、SSBJ基準に従った情報開示を義務化

◼ 金融審議会「サステナビリティ情報の開示と保証のあり方に関する
WG」報告（2026年１月公表）を踏まえた金融商品取引法改正案を国会
に提出（2026年４月）

◼ SSBJ基準に従った開示の状況をフォロー
◼ 企業会計審議会にて保証基準等のあり方を検討

◼ 「ESG評価・データ提供機関に係る行動規範」についての実態把握結
果を取りまとめ（26年６月頃予定）

◼ 行動規範に関わる検討に沿った対応について必要に応じて実施

インパクト
◼ 「インパクトコンソーシアム」において、地域の取組事例や投資手法等
について議論。対面フォーラムを開催し、各分科会の成果物を発表
（26年６月）

◼ インパクト投資推進のため、引き続き「インパクトコンソーシアム」で議
論

◼ 「海外におけるカーボン・クレジット等の実態把握等に関する調査」を
実施し、報告書を公表（26年６月）

◼ 排出量取引制度の本格稼働（26年４月）〔経済産業省等〕

◼ 排出量取引制度の着実な執行〔経済産業省等〕
カーボン・
クレジット
市場

◼ 引き続き、様々な場面での発信を通じ、幅広い投資家層へのアプロー
チに資する取組を促す

◼ 国内の関係者との意見交換やイベントにおいて、関連トピックを議論取組の浸透

金融機関
のリスク管理

◼ 金融機関における風水害による損失リスク等に対する取組等につい
てヒアリング等を通じたモニタリングを実施

◼ 「第2回気候変動関連データの活用と適応に関する実践パネル」の開
催（26年8月）

◼ 地域金融機関等向けの説明会を実施（26年３月）
◼ 地域金融機関等向けの説明会等を通じた、関係省庁と連携した補助
事業の展開支援（27年３月）等

地域脱炭素
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◼ フォローアップの結果を踏まえて、関係者における取組状況の推移を
注視

◼ 政府・金融業界・大学等におけるサステナブルファイナンス人材育成に
関する取組状況のフォローアップ（26年6月）

人材育成

＞開示課

＞サステ室（ESG評価担当L）

＞経産省、サステ室
（カークレ担当L）

＞環境省

＞サステ室（ソーシャル
ボンド担当L）

＞気候モニ室、サステ室
（実践パネル担当L）

＞サステ室（有識者会議
担当L）

＞経産省、環境省、国際
室サステL、サステ室（GX

担当L）

＞サステ室（人材育成L）

＞サステ室（地域脱炭素
担当L）

＞サステ室（インパクト
担当L）

【個別スライド（室長了）】
➀【開示課】サステナビリティ情報の第三
者保証制度等に関する概要スライド（刈り
取り済）
②【サステ室】ESG評価・データ提供機関
に係る行動規範に関するスライド
【間に合わないからオチ】③【気候モニ室】
金融機関における風水害リスクに対する
取組等に係る報告書の概要スライド（公
表間に合えば提出してもらう）
④【サステ室】政府・金融業界・大学等に
おけるサステナブルファイナンス人材育
成に関する取組状況のフォローアップの
概要スライド
⑤【サステ室】「アジアGXコンソーシアム
ハイレベル会合2025」の概要スライド（刈
り取り済）
⑥【サステ室】「インパクトコンソーシアム
第2期成果物」の概要スライド
⑦【サステ室】「ソーシャル・サステナビリ
ティボンド（ローン）に係る実態把握調査」
の概要スライド
⑧【サステ室】「海外におけるカーボン・ク
レジット等の実態把握等に関する調査」
の概要スライド
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